
十
二
月
十
一
日
午
前
十
一
時

頃
、
自
宅
で
倒
れ
て
い
る
片
山

さ
ん
を
そ
ば
店
の
従
業
員
が
見

つ
け
通
報
し
た
が
、
片
山
さ
ん

は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

井
原
署
捜
査
本
部
は
殺
人
事

件
と
み
て
、
聞
き
込
み
や
証
拠

品
発
見
に
全
力
を
注
い
で
い
た

が
十
二
月
二
十
四
日
、
無
免
許

運
転
で
広
島
県
警
の
取
り
調
べ

を
受
け
て
い
た
広
島
県
生
ま
れ

住
所
不
定
、
無
職
片
岡
清
容
疑

者
（
73
）
を
片
山
さ
ん
殺
害
の

疑
い
で
逮
捕
。
そ
の
後
、
車
の

パ
ン
ク
修
理
代
欲
し
さ
に
片
山

さ
ん
の
頭
を
バ
ー
ル
で
殴
り
つ

け
、
約
五
万
円
入
り
の
財
布
を

奪
っ
た
こ
と
を
自
供
し
た
。

倉
掛
地
区
民
ら
は
「
身
近
で

殺
人
事
件
が
起
き
る
と
は
…
、

信
じ
ら
れ
な
い
。
と
ん
で
も
な

い
男
が
い
た
も
の
だ
」
「
片
山

さ
ん
が
気
の
毒
で
言
葉
に
な
ら

な
い
」
と
、
伏
し
目
が
ち
に
話

し
て
い
る
。

強
盗
殺
人
罪
な
ど
で
起
訴
さ

れ
た
片
岡
被
告
は
平
成
十
五
年

九
月
、
広
島
県
東
城
町
の
村
田

ミ
サ
オ
さ
ん
（
当
時
91
歳
）
の

首
を
絞
め
て
殺
害
し
た
事
も
供

述
し
て
い
る
と
い
う
。

岡
山
広
島
両
県
警
は
他
の
事

件
に
も
関
与
し
て
い
な
い
か
取

り
調
べ
て
い
る
。

井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月

二
十
三
日
に
挙
行
さ
れ
た
。
井

原
分
団
第
３
部
の
式
は
午
前
六

時
か
ら
機
庫
前
で
行
わ
れ
、
佐

藤
重
徳
部
長
が
「
今
年
も
無
火

災
を
目
指
し
、
団
員
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く

述
べ
た
。

来
賓
の
倉
掛
夏
目
両
自
治
連

合
会
役
員
は
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
地
域
防
災
に
消
防

団
組
織
は
欠
か
せ
な
い
。
倉
掛

と
夏
目
の
約
５
７
０
世
帯
を
皆

さ
ん
の
力
で
守
っ
て
頂
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

団
員
ら
は
こ
の
あ
と
井
原
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
井
原

分
団
の
出
初
に
臨
ん
だ
。

式
で
松
井
憲
司
分
団
長
は
、

「
地
域
の
安
全
を
守
る
に
は
住

民
と
消
防
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
」
と
挨
拶
。
「
井
原
は
災
害

に
見
舞
わ
れ
に
く
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
反
面
、
対
策
に
甘
さ

も
生
じ
や
す
い
」
と
し
て
、
自

主
防
災
組
織
の
重
要
性
を
訴
え

た
。市

団
の
出
初
式
を
終
え
た
井

原
分
団
は
、
少
年
団
や
婦
人
会

役
員
ら
と
恒
例
の
市
中
パ
レ
ー

ド
を
実
施
。
午
後
か
ら
新
町
川

原
で
勇
壮
に
一
斉
放
水
を
披
露

し
て
、
十
七
年
度
消
防
活
動
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

井
原
市
教
育
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
、
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で

い
る
倉
掛
の
井
原
小
学
校
６
年

谷
知
美
さ
ん
、
森
生
子
さ
ん
ら

小
中
学
生
十
人
を
表
彰
し
た
。

二
人
は
倉
掛
少
年
団
有
志
に

よ
る
昨
夏
の
富
士
登
山
に
向

け
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
基
礎
体
力

を
培
い
登
頂
に
成
功
。
そ
の
後

も
親
子
で
小
田
川
堤
を
走
る
な

ど
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
川
相
益

一
会
計
が
先
般
、
平
成
十
六
年

度
自
治
会
収
支
に
関
す
る
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
た
。

川
相
会
計
に
よ
る
と
「
自
治

会
費
収
入
は
微
増
。
一
方
、
支

出
は
一
月
末
現
在
で
減
少
し
て

お
り
、
例
年
に
比
べ
て
残
高
が

多
い
」
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
会
長
は

「
今
年
度
は
古
く
な
っ
た
公
衆

街
路
灯
の
器
具
を
交
換
し
よ
う

と
防
犯
費
予
算
を
十
五
万
円
計

上
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
治

会
の
拠
点
が
出
来
る
可
能
性
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
備
品
購
入

計
画
が
浮
上
。
急
き
ょ
、
防
犯

費
の
予
算
流
用
を
決
め
た
」
と

説
明
し
て
い
る
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
こ
れ
ま

で
も
予
算
消
化
の
た
め
の
支
出

を

御
法
度

と
し
て
き
た
。

役
員
ら
は
「
仮
に
備
品
購
入
時

期
が
ず
れ
て
も
、
残
金
は
次
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
」
と
話
し

て
い
る
。
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（１）
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恐
怖
に
お
の
の
く

昨
年
十
二
月
、
そ
ば
店
を
経
営
す
る
井
原
町
倉
掛

13

－

２
組
片
山
広
志
さ
ん(

76)

が
自
宅
で
殺
害
さ
れ

る
事
件
が
起
き
、
倉
掛
地
区
を
震
撼
さ
せ
た
。

２
組
の
大
坪
さ
ん
は
本
部
長

谷

知
美
さ
ん

森

生
子
さ
ん

第３部は佐藤部長が陣頭指揮

部 長 佐藤 重徳（夏）

副部長 川相 謙治（倉）

副部長 川上 泰宏（倉）

会 計 梶井 克也（夏）

会 計 豊池 秀之（倉）

消防班長 平川 貴章（夏）

厚生班長 今井 豊（倉）

機械班長 長尾 央司（倉）

水源班長 田中 秀治（倉）

組 長 竹内 誠（夏）

団 員 三宅 一正（倉）

団 員 笠原 慶一（倉）
団 員 藤井 秀則（夏）

団 員 山岡 正和（倉）

団 員 瀬川 隆治（倉）

団 員 片岡 良雄（倉）

団 員 飯居 広行（倉）

団 員 柳本 兼志（夏）

団 員 竹内 健治（夏）

団 員 西山 喬士（夏）

片山さん殺害事件

備
品
購
入
が
急
務

予
算
消
化
目
的
の
支
出
厳
禁

〈第３部団員名簿〉 井原分団

地
域
へ
重
要
性
を
示
唆

松井憲司井原分団長

大坪正和本部長

松井分団長

分 団 長 松井 憲司 ３部

副分団長 坂本 好広 ３部

副分団長 佐藤 敏弘 ４部

本 部 長 佐藤 忍 １部

本 部 長 浅尾 昌彦 ２部
本 部 長 大坪 正和 ３部
本 部 長 猪原 誠 ４部

本 部 長 細羽 泰一 ４部
本 部 長 前原 展之 ２部

井原分団本部役員

自治会予算
使 途 変 更

倉
掛
地
区
民

健
康
づ
く
り
児
童
表
彰

連 続



開
会
式
で
倉
掛
少
年
団
育
成

会
の
谷
和
政
会
長
が
「
三
世
代

交
流
の
魅
力
は
、
普
段
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
な
い
子
供
、
父

母
、
祖
父
母
と
い
っ
た
年
齢
の

人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
で
す
。
大

い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
、
続

い
て
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
川
相
肇

代
表
が
「
私
達
が
子
供
の
頃
に

は
無
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
プ
レ
ー
で
き
て
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
な
ど
と

挨
拶
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
四
～

五
人
一
組
で
競
技
を
開
始
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め

て
と
い
う
参
加
者
が
ほ
と
ん

ど
で
、
珍
プ
レ
ー
も
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
手
加
減
が
分

か
ら
な
い
と
い
う
割
り
に
は

好
プ
レ
ー
が
目
立
ち
、
計
四

つ
も
飛
び
出
し
た
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
に
は
、
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

結
果
、
16
ホ
ー
ル
を
49
で

回
っ
た
川
相
弘
光
さ
ん
が
総

合
１
位
。
少
年
団
の
部
で
は

「
初
め
は
難
し
い
と
思
っ
た
」

と
話
す
守
屋
淳
美
さ
ん
が
、
２

回
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な
ど
で

優
勝
を
飾
っ
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
は
お
に
ぎ

り
と
豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
ゴ
ル

フ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
世
代

を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
。
サ

ロ
ン
あ
す
は
の
佐
能
ミ
ツ
エ
さ

ん
は
「
意
義
深
い
集
い
で
し

た
。
次
も
楽
し
み
で
す
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
た
。
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2/12  資源の日 古紙・古着等収集
午前７時30分～９時

2/19  自治連合会防犯パトロール
2/20  井原市消防操法訓練大会

午前８時30分～高屋中学校
3/ 1  新井原市誕生
3/ 6  倉掛少年団入退団式

午後12時50分～
アクティブライフ井原

3/12  資源の日 古紙・古着等収集
午前７時30分～９時

3/12  倉掛自治会16年度決算総会
午後７時～第３部機庫

3/13  経ケ丸山頂ファミリーマラソン
午前９時40分～開会式

3/16  井原中学校卒業式
3/18  井原小学校卒業式
3/19  自治連合会防犯パトロール
3/25  井原中学校修了式
3/25  井原小学校修了式
4/ 2  倉掛自治会17年度予算総会
4/ 4  郷社まつり

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

とても美味しいおにぎりと豚汁ができました

●少年団の部

順 位 氏 名 スコア

１ 位 守屋 淳美 ５０

２ 位 濱田 和紀 ５４

３ 位 岡藤 航平 ５７

３ 位 佐藤 翔平 ５７

●育成会の部

順 位 氏 名 スコア

１ 位 谷 和政 ５０

２ 位 小谷 規之 ５１

３ 位 小川 泰之 ５５

●サロンあすは・自治連合会の部

順 位 氏 名 スコア

１ 位 川相 弘光 ４９

２ 位 渡辺 悦己 ５３

３ 位 倉橋 一郎 ５５

グラウンドゴルフ成績表

境内に点在する様々な障害物や凸凹には、参加者
の多くが四苦八苦＝郷社足次山神社境内

井原小学校に通う倉掛の渡邊琴美ち
ゃん（小４・写真上）と、木之子小学
校に通う西田晴佳ちゃん（小４・写真
下）は、小学校
入学以来、毎日
学校にお母さん
が付き添って通
学しています。
障害があっても
一生お母さんが
付き添ってあげ
られるものでは
ありません。遅
かれ早かれ、普
通の子ども同
様、自立しなけ
れば生きていけ
ない時がやって
きます。自立を
習得する事も学
習の一部である
はずの小学校生
活に母が居ることは、子どもの成長の
妨げとなっているのが現状です。

そこで、井笠地域重度障害児親の会「ステッ
プ」と「西備地域生活支援センター」では、この
親子の支援のために、母に代わる介助者としてボ
ランティアをしてくださる方を募集しています。
ご無理なお願いとは思いますが、どうかこの子ど
も達が一人の人間・一人の子どもとしての教育が
受けられますよう手を貸してください。よろしく
お願いします。
多数のご応募をお待ちしております。

１ 井原小学校に行き、渡邊琴美ちゃんの学校生
活における介助をしてくださる方

２ 木之子小学校に行き、西田晴佳ちゃんの学校
生活における介助をしてくださる方

上記１・２共に看護師資格をお持ちの方、若干名

【連絡先】
井笠地域重度障害児親の会「ステップ」

代表 畝川 いずみ
電話 ０９０－４８９５－８２２５

西備地域生活支援センター
電話 ０８６５－６６－０８４８
担当 コーディネーター 中野年朗

看護師さーん

倉 掛 ほ っ と 情 報
■「例えば定年後、時間的に少し余裕ができた
方々の力は特にお借りしたい」「親睦を図りなが
ら地域貢献をして頂けたら非常に有り難い…」と
話すのは、倉掛独自のボランティア組織について
検討している自治連合会役員。公表には至らない
ものの「小さな善意も結集すれば、地域を動かす
大きな力になる」と、役員らはホットな議論を展
開している。
■ある日、15－１組の渡辺悦已さんが「皆さん手
を焼いているんですよ」と珍しくこぼした。横に
いた自治連合会役員は“民生児童委員さんが困る
といえば大変なことだ”と思い、問いただした。
すると渡辺さん曰く「カラスが指定場所に出され
たゴミ袋を破り散らかすんですよ。次にカラスを
狙う猫が忍び寄って来るし…。その様子を見た人
達がカラスや猫を追っ払って…」。状況を想像し
た連合会役員は「確かに手の焼ける追っかけごっ
こだ」と納得したものの、難敵がカラスや猫と分
かりホッとする一方、大きなため息をついた。

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
主
催
＝
倉
掛
少
年
団

育
成
会
・
サ
ロ
ン
あ
す
は
・
倉
掛
自
治
連
合
会
）
が
郷
社
境

内
で
二
月
六
日
に
開
か
れ
、
約
七
十
人
が
参
加
し
た
。

《 募 集 要 項 》


